現代中国社会における古村鎮の「再発見」 by 周 星
現代中国社会における古村鎮の「再発見」
周 星
改革開放の幕開けから 30 年あまりが経過しているが，経済高度成長が
目覚しい現代中国では，様々な新しい社会と文化的動きが活発化し，それ
を日々目の当たりにすることができる。このような動向は，現代中国社会
の中で既存の社会・文化変化が少しずつ蓄積されてきた結果であると同時
に，それらは異なるレベルにおいて現代中国社会及びその文化の新しい発
展と変化の方向性を反映している。ここ数年，古い村落や古い鎮（以下「古
村鎮」と表記する）に注目が集められているが，この種の社会的関心も正
に無数の新しい社会と文化的動きの一つの現象として見ることができる。
このような背景を踏まえ，本稿では，「古村鎮」に対する関心の高まりが
どのように起こったのかということについて論じる。即ち，都市化の発展，
「古村鎮」が現代中国において「再発見」される意義や「古村鎮」に与え
られた歴史的・文化的価値について考察していく。同時に，古村鎮が「新
農村」建設運動や観光開発の下で直面している問題について考察し，「古村
鎮」が現代の村・鎮として起こりうる変化とそのメカニズムについても探
求したい。
１．古村鎮の「再発見」：その背景と意義
社会学，文化人類学，民俗学，人文地理学，芸術学，社会経済史，建築
史，文化史といった多岐に亘る学術界において，これまで多くの研究者が
村落及び郷鎮を考察の対象とし，一定の研究成果が出されてきた。中でも
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周知の通り，費孝通教授の「江村」研究が代表的で，最も影響力のある研
究として挙げられよう。研究者が村落または郷鎮に注目してきたのは，村
落または郷鎮が常に中国社会または文化の最も基盤となる中国社会の基層
コミュニティの典型的なまとまりであると見なされてきたからである。こ
こで言う基層コミュニティとは，一族が集まり居住する村落である
(1)
。こ
うして，近代中国社会と現代中国社会の変遷を研究する際に，「村落共同体」
はしばしばごく自然に研究者たちの最も重要な考察の対象とされてきたの
である
(2)
。
「古村鎮」の文化的価値に注目する社会的な高まりは，1990 年代に入り，
長江三角洲と珠海三角洲など中国東南沿海地域の経済発展地区から始ま
り，その後普遍的に見られるようになった。ではなぜこのような高まりが
生じたのであろうか。それは，「古村鎮」が文化のレベルにおいて，「発見
し直された」プロセスを経験してきたからである。「古村鎮」における新た
な文化的「再発見」には次のような動きを挙げることができる。多くの芸
術家といわゆる「文化人」の「ルーツを探る」こと，「民謡を採集する」実
践，郷土建築伝統の再価値，根元・民間の文化の復活，古村鎮に関する書
籍・資料の出版
(3)
，大衆のメディア（インターネットも含む）がしばしば古
村鎮を取り上げるようになったこと，「古村鎮」を扱った記録映画の流行，
各政府による「歴史文化区」，「歴史文化名村（鎮）」の命名・認定，懐旧崇
拝思潮とノスタルジアの蔓延，「古村鎮」におけるこれまでとは異なる「個
人旅行」の勧め（最近では更に多くの挿絵も多用し文章も優れている個人
旅行のガイドブックや案内のパンフレットなどが多く出版されている
(4)
），
新興郊外型の「農家体験」と「田園観光」の観光モデルの出現，ここ数年
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⑴ 費孝通『郷土中国』第４頁，生活・読書・新知三聯書店，1985年６月。
⑵ 張思『近代華北村落共同体的変遷――農耕結合習慣的歴史人類学考察』，商務印書館 2005
年６月。毛丹『一個村落共同体的変遷――関与尖山下村的単位化的観察与闡釈』，学林出版社，
2000 年 10月を参照されたい。
⑶ 周銮金書主編『千古一村――流坑歴史文化的考察』，江西人民出版社，1997年５月。陳志
華，李玉祥『郷土中国 楠渓江中遊古村落』，生活・読書・新知三聯書店，1999 年 10月。
で全国各地に大々的に展開されている「無形文化財」の緊急措置と保護運
動などである。
これらの「古村鎮」の「再発見」の現象は多岐に亘っており，学術界の
限界をはるかに超えている。従って，容易に定義付けることは困難ではあ
るが，現代中国社会の中で注目に値する無視できない文化の発展の動向と
言える。
20世紀初期の「五四」運動以来，中国社会では文化界と知識界において
「伝統文化」は「現代化」を妨げるものとして否定されてきた。つまり，
「伝統文化」は革命のコンテクストの中で語られてきたのであった。中で
も「文化大革命」は，この種の「伝統」を正すべき最も急進的な社会的実
践であった。このような時代背景のもとで語り継がれてきた「伝統文化」
の政治色を帯びた語りは，人々の生活と意識に非常に深い影響を与え，今
もなおそれは途切れることなく続いている。例えば，村落を基礎とする「中
国の伝統的な日常生活世界」は「保守的」，「封建的」，「閉鎖的」であると
批判され，「変革」すべきであると謳われてきた
(5)
。このように，「古村鎮」
及びその民間の各種の郷土文化はかつて人々の間で「封建的である」，「遅
れている」と見なされ，マイナスイメージの象徴として「四つの旧を壊し，
四つの新を立てる（破四旧，立四新）」革命の対象となってきた。ところが，
新しい時代の到来により，緊急に措置を施し保護すべき対象である文化財
産へと変貌し，これら「伝統文化」は，開発資源や鑑賞する対象として，
更には「伝統」を輝かせるのに欠くことができないものとして注目を集め
るようになった。
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⑷ 例えば『古鎮書』編集部編集，南海出版公司出版の“古鎮自助遊完全手冊”より。これら
の中には『安徽古鎮書』（2004年５月），『浙江古鎮書』（2004年４月），『江蘇上海古鎮書』（2004
年５月），『江西古鎮書』（2004年５月），『重慶古鎮書』（2004年５月）を含む。この他に，比
較的代表性を備えている阮儀三著，浙江撮影出版社出版の『江南水郷古鎮 南潯』（2002 年
12月），『江南水郷古鎮 烏鎮』（2002 年 12月），『江南水郷古鎮 西塘』（2002 年 12月），『江
南水郷古鎮 朱家角』（2004年９月）など。
⑸ 楊威『中国伝統日常生活世界的文化透視』第 11頁，第 93頁，第 226 頁など，人民出版社，
2005年３月。
全国的な「古村鎮ブーム」の背後で活発化している様々な社会的要因と
文化的動向を，短期的な考察によって詳細に描写することは容易ではない。
だが疑いなく，それは改革開放による経済高度成長の恩恵と見ることがで
きる。このような「古村鎮ブーム」現象は，実際，国民の物質生活や余暇
生活の豊かさを体現している
(6)
。経済的の余裕と，グローバル化による国
際文化交流が頻繁になるにつれて，国民全体の民族自尊心と文化に対する
誇りがいまだかつてない高揚を見せているのである。
筆者はこのような「古村鎮ブーム」をめぐる社会的・文化的動向を，費
孝通教授が提示した「文化自覚」の概念を用いて解釈できると考えている。
「文化自覚」とは一定の文化の中で生活する人が，その文化の持つ『自知
の明』の由来，形成のプロセス，特色に対する理解を深め，その展望を見
極めることである。「文化自覚」は決していかなる「復古」の意味を含んで
はおらず，『自知の明』というのは，文化的意味を変えるための内に備わっ
た独自の能力であり，それによって新しい環境，新しい時代に適応した独
自の文化的意義を得ることである
(7)
。つまり，現代中国社会の古村鎮の価
値と魅力に対する全国民的な「再発見」は，同時に全国民，全社会が「文
化自覚」の実践を行うプロセスの重要な側面の一つと見なすことができる
のではないだろうか。古村鎮の「再発見」を「文化自覚」の角度から理解
するならば，即ち村落，村鎮を基礎とする「郷土社会」において，新しい
時代背景のもとで新たに中国社会が自己の「伝統文化」の「根」を認識す
ること意味していると考えられる。
観光や観光開発に見られる利益の追求，経済効果を求める動きに伴い，
「古村鎮」は新しいタイプの観光の「目的地」になっていった。例えば「民
族風情観光村」，「民俗文化村」，「民俗観光村」
(8)
，「歴史文化名鎮（村）」，「重
点文化財保護単位」など，「古村鎮」を基礎資源とする様々な形態が現れた。
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⑹ 鄭杭生主編『中国人民大学社会発展報告（1994-1995）従伝統向現代快速転型過程中的中国
社会』第 309-312頁，中国人民大学出版社，1996年４月。
⑺ 費孝通「反思・対話・文化自覚」馬戎，周星主編『田野工作与文化自覚（上）』，群言出版
社，1998年５月。
「古村鎮」を目的地とする観光開発プロジェクトは尽きることがなく，そ
れらは「古村鎮ブーム」の動機と原動力になっている。「古村鎮」の末端地
方政府は，古村鎮開発を地方の知名度を上げ，競争力を強化し，地方経済
と文化の特色を形作る重要な手段と見なしている。「中国村社発展促進会」
の最新の調査データによると，2007年までに国民総生産が１億人民元を超
えた行政村の数は既に 8000 を超え，これらの「億元村」（莫大な経済効果
を上げている村）の中で，特色ある種養業，生態村建設，農工商企業集団，
郊外型経済などを除いて，「古村文化開発」もまた一種の経済発展モデルと
なっている
(9)
。この「古村文化開発」の最もポピュラーな方法は，「古村鎮」
の観光及びサービス業を充実させることである。しかし，もしも観光を余
暇時間に市民に広く消費される文化にしていくためには，どのようにして
「古村鎮」を消費される文化の対象にしていったら良いのであろうか。そ
れは，古村鎮観光の大規模な開発ブームにおいて，経済発展と社会発展が
もたらした様々な新しい文化の脈動の中に，方法を見出すことができるで
あろう。
一方で，戸籍制度，収入格差など都市と農村の間には今もなお壁がある
ものの，中国のここ数年の大規模な都市化と都市型生活スタイルの普及に
よって，その差は縮まりつつあり，多くの伝統的な農村型生活スタイルが
失われ始めているという動きも見られる。経済発展の著しい東南沿海地区
ではその動きが特に顕著である。同時に，郷鎮企業の大規模な成長と「小
城鎮」建設の持続的な推進，更に「社会主義新農村」のプロパガンダの下，
「新農村」建設の動きが，全国各地の村落，郷鎮で見られるようになった
(10)
。
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⑻ 「民族風情観光村」や「民俗観光村」などについては，徐贛麗『民俗旅游与民俗文化変遷
――桂北壮瑶三村考察』第 64-74 頁，民族出版社，2006年９月。
⑼ 曹凱，郭遠明「中国 GDP超億元村突破 8000個」，新華網（http://www.sina.com.cn，2007
年 11月４日）。劉沛林“古村落―独特的人居文化空間”，『人文地理』第 13巻第１期，1998年
３月。
⑽ 例えば，著名な華西村，向陽村，「江村」など，村落の伝統的な姿が二度と戻らない「現代
化」の例とされている。向陽村に関しては，常永青，馮治著『江南水郷巨変――向陽村工業
化歴程』第 12―13頁，山西出版社，2001 年９月を参照されたい。
これらの動きの中で，かつて中国社会の基層構造を反映していた郷土社会
の一部が解体されつつある。しかし，「古いものを取り除き新しいものを
打ち立てる」をモチーフとするこのような現代化経済建設の動きの中で，
普遍的に存在している伝統的生活スタイル・生活のリズムの痕跡は，外か
ら見ると心地よく，温かい「古村鎮」を思わせる。そして，急速な経済発
展の一方で，これらの「懐かしさ」が再び重視され始めているのである。
更に，「古村鎮」が内包する伝統的な生産と生活スタイル（自然分業，自給
自足，独立体系）や，中国農耕文明の土壌に深く根付いている儒教スタイ
ル（「農商」，「儒商」，「儒農」）の「耕読」文化の価値体系と理念，人々と
調和する居住空間と文化景観
(11)
，無欲で穏やかな田舎の民家の風情や生活
の様子，風水美学と密接な田園環境と郷村生活の形態などは，中国社会が
日増しに都市化へ向かう形勢の下で，絶えず「新たに」発見，確認され，
また絶えず社会全体の各階層の有識者と多くの民衆のアイデンティティの
中核となり始めているのである。
興味深いのは，この種の「発見」はしばしば物事の認識が広くて深い「外
の人」によってなされている。例えば，過去にはアメリカの植物学者ロッ
クによる麗江の「発見」，ドイツ人建築学者 Bululuo Dawuteによる日本の
「合掌式民家」の「発見」などがある。最近の例から言えば，画家，陳逸
飛による周庄の「美」の「発見」，日本人建築学者，青木正夫の陝西党家村
における民家の「貴重な宝物」の「発見」
(12)
，それから湖南省文物局の「湖
湘発見の旅」調査グループによる湖南省新田県談文渓村と竜秀村といった
「古村落」の「発見」などがある
(13)
。このように，中国各地でこの種の「発
見」，「再発見」が絶えず行われているのである
(14)
。
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⑾ 劉沛林“古村落―独特的人居文化空間”，『人文地理』第 13巻第１期，1998年３月。
⑿ 李文英著『民居瑰宝党家村』第 23頁，陝西人民出版社，2002 年。
⒀ 「永州発現国家保護級古村落 生殖崇拝嘆為観止」，『瀟湘晨報』2007年 10月 15日。
⒁ 『北京晩報』（2007年 11月８日，新華社）によると，浙江省楽清市黄坦洞村，広西三江洞族
自治県程陽八寨等 15ヶ所が独特の景観，文化的多様性，芸術的美しさを備えた自然村落であ
り，既に最初の「中国景観村落」の名簿に加えられている。
古村鎮の価値の「再発見」は，中国民衆が村落や城鎮を基礎として生活
しているという伝統的イメージを改めて作り出したと言える。古村鎮の魅
力，価値そしてそれらを代表する夕日が西に沈んでも無限にあり続ける美
しい郷土文化や伝統的な生活スタイルは，日一日人々に懐かしさを与え，
国家や民族全体の文化的「郷土」として，或いはその源泉として見なされ
ているのである。とりわけ麗江（大研鎮），平遥などの古い都市（鎮）と宏
村，西 などの「古村落」が続けて世界文化遺産に登録されてからと言う
もの，人々は古村鎮の歴史的，文化的伝統に関心を持つようになり，それ
が新しい国民文化の意義を作り上げていったことは言うまでもないだろ
う。
世俗的な次元では，古村鎮は日一日観光客にとって消費される文化の対
象となり，古村鎮の地方政府にとって「金のなる木」となった。またそれ
は都市居住民或いは準市民たちが社会競争のストレスや焦燥感を癒し，気
分転換をし，充電し，再び元気を取り戻すための「文化施設」或いは「社
会装置」となった。しかし，「文化自覚」と「文化伝承」の意義において，
古村鎮は祖国の伝統文化の標本と遺伝子倉庫であり，郷土社会の歴史記憶
のキャリヤーでもある。同時に，それらは「伝統」と「歴史」を再生，再
現させ，再体験できる場所と空間にもなりうる。
２．「新農村」建設における古村鎮保護と「文化景観」の問題
これまで国家建設部は一貫して小城鎮の発展，都市計画と事業建設に力
を注いできた。その一方で，比較的早い時期から国家文物局や地方政府は
共同で「歴史文化名城」を保護し，またそれらを「歴史文化名鎮，名村」
に認定するための法規や政策を発布してきた
(15)
。従って実際，「新たに発
見する」古村鎮の社会文化運動は，伝統的な文化遺産と国家が介入するこ
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⒂ 方明，薛玉峰，熊燕編著『歴史文化村鎮継承与発展指南』第 28-40頁，中国社会出版社，
2006年 10月。
とによって経済を発達させ，現代化を推し進めることとの間には密接で複
雑な関連性を内包していることを示している。これまで，建設部と国家文
物局によると，既に 2003 年と 2005年に２ヶ所，合わせて 44ヶ所の歴史文
化名鎮と，36ヶ所の歴史文化名村が全て国家の認証を得たと言う。各級の
地方政府が公布している歴史文化名村，名鎮に至っては更に多くが保護・
登録されている。国家（建設部，国家文物局，省市政府）に歴史文化名村，
名鎮として認定されるためには以下の条件を満たさなければならない。⑴
かつて全国または地域の社会経済に重要な影響を及ぼしたことがあり，全
国またはある地域内で重要な影響力を有していること。⑵水路，陸路の交
通の中枢として，かつて大勢の人の流れ，商品の流れ，物の流れの集散地
であったこと。⑶歴史上かつて重大な建設工事が行われ，国民の生命財産
の安全や保護，そして生態環境を保護，改善に大きな効果と利益をもたら
し，またその効果と利益が現在も持続していること。⑷革命史上，重大な
歴史事件の舞台となり，またかつて革命政権の駐在地だったこと。⑸歴史
上，外来の侵略に抵抗・反撃し，戦局を変えた重大な戦争を経験し，また
かつて戦争指揮機関の駐在地だったこと。⑹中国の伝統的な土取りの原理
や営造の理念を具現化し，絶妙で完璧な建築技術或いはその地方ならでは
の風情や民族情緒の溢れる建築技術を反映していること。つまり，国家に
「歴史文化名鎮，名村」と認定される古村鎮は，豊富な建築遺産，歴史文
化財古跡或いは伝統文化を有しており，また歴史時期の伝統的風貌，地方
の特色，民族的風情を比較的無傷で反映しており，更にあるものは中華民
国時代またはそれ以前の時代に建造された伝統的建築群を保存している。
しかも全てのコミュニティの基本的スタイルも完全に保存しており，歴史
的，文化的，芸術的そして科学的価値が比較的高いと評価されている所で
ある。
こうして見てみると，「歴史」は明らかに古村鎮が成立するための基本的
な根拠となっていることが分かる。江南地方の各省市が認定している歴史
文化名村や名鎮は，実際その大部分が悠久な歴史の蓄積と背景を有してい
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る
(16)
。しかし，本稿で扱う「古村落」は，国家に認定された「歴史文化名
村，名鎮」だけを言うのではなく，政府に認定されてはいないが，先に述
べたのと同様の歴史的文化的価値を備えた村落と郷鎮も含めるものとす
る。同時に，本稿で言う所の歴史的文化的価値とは，国家やある地区に限
るものではなく，古村鎮に居住する住民自身が備えているものとして表現
したい。例えば，浙江省蘭渓市の諸葛八卦村では，1992 年に全国で初めて
古村落全体を保護するための特例として「全国重点文化財保護単位」とな
り，更に「中国十大古村」の一つとしてメディアに取り上げられた。村民
たちは（自ら諸葛孔明の末裔と称している）自らの村落の歴史が重要視さ
れていることに対して，「自発的」から次第に「自覚的」に独自の古村落を
保護するようになった。当然のことながら地方政府から認められ，重視さ
れ，支持を受けたことや，メディアによる宣伝もまた村落の知名度を日増
しに高め，最終的に政府に認定されることとなった。また同蘭渓市の姚村
を例に挙げれば，そこは諸葛八卦村ほど有名ではなく，政府の認定手続き
も行われていなく，外部にも知られていないのだが，筆者の見解では，姚
村は依然として古村落である。なぜなら姚村も，先に述べた歴史的文化的
価値の条件の一部と符合するか，または非常に近いからである。同時に筆
者の調査に拠ると，姚村はやはり各種の文字，シンボルや物質の存在状態
の象徴的な民俗意義に満ちた場所である
(17)
。筆者の考えでは，古村鎮はあ
る時期，ある族群，国家，地域の歴史的伝統と文化様式が持つ代表的な意
義以外に，また別のレベルにおける意義がある。それは村鎮の住民の有す
る「歴史」と「文化」の意義である。姚村の住民たちからすれば，その村
落の歴史と彼らの現実生活とは密接な関係にあり，もし彼らが自分たち村
落の文化的伝統を重視するならば，それは古村落の現実的な生活と関係あ
るがために保護するのである。
現代中国社会における古村鎮の「再発見」
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⒃ 劉石吉『明清時代江南市鎮研究』，中国社会科学出版社，1987年６月。
⒄ 周星「Y村民俗的調査与思考」，北京大学 ISA工作論文，2000・003，2000 年。周星「姚村：
物態象徴的民俗世界」，『亜細亜民俗研究』（第五輯），学苑出版社，2005年１月。
「歴史文化名村，名鎮」を定義するにあたり，劉錫誠が指摘したように
(18)
，
その物の形態即ち有形の側面，例えば建築群，記念物，文化遺産古跡など
を比較的重視している。一方，古村鎮或いは歴史文化名村，名鎮が担う「非
物質文化遺産」，即ち文化景観，民間風俗・気風，習慣，伝統儀式，表現芸
術，口承文化などはあまり重視されていない。2006年２月８日，国務院は
『文化遺産保護工作強化に関する通知』を発布し，その中で「歴史文化名
村（鎮）」に関して，「都市化が進む中，適切に歴史文化環境を保護し，優
秀な郷土建築などの文化遺産を保護することが都市発展戦略にとって重要
になる」と述べている。ここで注目すべきは，「歴史文化環境」という概念
が提示されていること，及び文化遺産を都市発展戦略の資源と考えている
ことである。
ここで言う「歴史文化環境」とは，国際連合教育科学文化機関（UNESCO）
の『非物質文化遺産を保護する公約』の中で定められた「文化空間」（或い
は「文化的場所」）にほぼ相当する。また学術界でしばしば使用されている
「文化景観」，「歴史風貌区」などの概念にも近い。「文化景観」とは，人々
に意識的に或いは無意識的に，自然景観の上に織り込まれ，或いは浸透さ
れた人為的に作り出された景観のことで，多種の複雑な要素から構成され
ている。それは綜合的なもので，古村鎮に住む人々にとって最も基本的な
経済的生業，文化や生活の状況を反映している。例えば，浙江省寧海県の
前童村は，1998年に浙江省の省級観光鎮として認定され，1999 年に政府か
ら「歴史文化保護区」に認定され，更に 2001 年には浙江省の「歴史文化名
鎮」に認定された。それが価値のある古村鎮として認められたのは，古代
の生活の空間と場景をそのまま引き継いでいるからである。前童古村のよ
うに，古村鎮の文化価値は，多くの場合，それらが中国郷土社会生活の全
体的な空間イメージ，文化景観や生活世界を保存したミニチュアや模型と
いう所にある。南方の徽州には，従来民間に「三里一路亭，五里一茶亭」
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⒅ 劉錫誠「非物質文化遺産保護中的古村落」，中国古村落保護（西塘）国際高峰論壇『資料集
編』，中国文聯，中国民間文芸家協会，浙江省文聯，浙江省善県人民政府，2006年４月。
という良い風俗があるが，そこの青山，緑水，田園，道端といった所どこ
ろで引き立つ亭や茶屋も，自然に古村落景観にとって重要な存在となって
いる
(19)
。また他にも山西省大賽一帯の畑や段々畑，それから雲南ハニ族山
区の稲作段々畑などは，村落の周囲を取り囲む典型的な「文化景観」となっ
ている。古村鎮の環境を取り巻いているのは自然の生態環境ばかりでな
く，同時にそれは以前から人為的な自然であり，歴史上形成された社会的
で人文的な環境である。そのため，非常に真剣に古村鎮を保護し，自然も
またその周辺の文化景観をしっかりと保護しなければならないのである。
現在「歴史文化環境」を保護することを強調することは，「歴史文化名村，
名鎮」及び古村鎮を保護することを意味しており，それら建築群や文化遺
産古跡を重視しなければならないと同時に，古村鎮の環境，生態，雰囲気
や景観を取り巻く全てを大切にしていかねばならない
(20)
。多くの古村鎮の
建築，環境や景観はほとんど歴史化，人文化されているが，同時に，それ
らの多くは「衆落」進化史の「生命末期」に入った。都市の中のある歴史
街区や，大部分の古村鎮といった「文化景観」の保護は非常に重要である
が困難でもある。小さな村や鎮を開発，建設や保護をする中で，個別の古
い建築物や物質的遺産は相対的に見て容易に保護ができるが，その一方で，
古村鎮全体の外観や「文化景観」は容易に破壊される。どのようにして古
村鎮の文化景観や文化空間を保護したら良いかということは，小城鎮や新
農村建設運動の中で軽視されている問題である。先に述べた同里鎮のアー
チ型の橋を取り壊す事例もこの一例として見ることができる。
古村鎮の文化遺産を資源として都市発展戦略に入れることは，「持続的
発展可能」理念に基づいて提起された。観光の対象として，観光客に古村
鎮の外観を披露することによって，最も直接的に多くの古村鎮の文化遺産
を経済発展のための資源に化していった。ここ数年，地方の文化と経済の
開発を目的とする古村鎮観光ブームについて，江南を例に取ると，民間に
現代中国社会における古村鎮の「再発見」
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⒆ 陸琳など「徽州古村落的景観特徴及機理研究」，『地理科学』第 24巻第６期，2004年 12月。
⒇ 楊慶“黒井古鎮歴史保護与開発”，『思想戦線』2002 年第２期。
広く受け入れられ，メディアでもしばしば取り上げられている「十大水郷
古鎮」がある。これまで，烏鎮，周庄，同里，西塘，諸葛八掛村，前童，
安昌，理坑，楊柳青，暖泉村，党家村など数多くの古村鎮が発展の道やそ
のための資源を探し求めてきたが，最終的には観光業発展の構想に至った。
しかし指摘しておかなければならないのは，経済の効果と利益を「鉄則」
とする現代中国において，古村鎮そのものを「資源」とする過度な観光開
発の中で，古村鎮の保護や持続的発展を脅かす危険を孕んでいるというこ
とである。
国務院の発布した『社会主義新農村建設推進に関する若干の意見』を見
ると，村落統治に関して「村の特色，地方の特色や民族の特色を強調しな
ければならず，歴史的文化価値を持つ古村落や古い民家を保護しなければ
ならない」と記されている。この内容から，古村落の保護は本来，社会主
義新農村建設の中で意義を持つものでなければならないということが分か
る。江西省 源県では，同一のプロジェクトの中で古村落保護と新農村建
設の双方が重要だと見なされてきた。これまで，県には 12 の古村落が「中
国民俗文化村」に選定され，10 の古村落が江西省の「歴史文化名村」とな
り，その中で理坑は国家級の「歴史文化名村」に選定された。これらの業
績は 源県地方政府の誇りに留まらず，実際に地方の知名度と競争力を高
めた。また，これまで全国各地の歴史悠久な街，古鎮，古村落において，
広い範囲で時に能動的に，時に受動的に，もとからある姿を取り壊し，変
化させ，現代都市へ急速に変遷する発展に向かって進んできた。農民は現
代的な生活を切に望んでおり，多くの地方末端政府と村鎮幹部は専ら「イ
メージ」，「政治的業績」作りに邁進しているため，「生産の発展，生活の豊
かさ，郷土の文明，村落の容貌を整えること，民主的な管理」などを目標
とする新農村建設運動は，単に「村落の容貌を整えること」を簡素化した
だけである。従って，ひたすら新しいものを求め，この先大量に破壊し，
大量に建設をする傾向も無きにしも非ずと言えるのである。
更に明らかなことは，それら物質的な建築，遺物や古村鎮を取り巻く文
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化景観以外に，古村鎮の住民の生活スタイルや彼らの間で伝承されてきた
生活文化，及びその様々な民俗伝統などが，古村鎮の価値と魅力の中で更
に注目されるべきだということである。とりわけ新しい農村建設運動は古
村鎮やその「文化景観」を保護しなければならないだけでなく，古村鎮に
おける民俗文化の伝承にも気を配ることが重要である。なぜなら民俗文化
が古村鎮民衆の生活スタイルということだけでなく，それは同時にある条
件のもとで古村鎮ひいては地方発展の基礎，源泉となりうるからである。
３．現代の村鎮としての古村鎮
――日常生活，表現とフォークロリズム
筆者は，古村鎮について２つのレベルから理解したい。一つは見学や観
光を目的に訪れる「観光客」
(21)
の目から見た古村鎮，もう一つは，古村鎮
で生活する住民が体験し認識し感じる古村鎮である。ここでは，「民家使
用者と見学者の間に見られる美意識の相違」
(22)
に留まらない。実際に両者
の間には更に深刻な相違がある。前者は古村鎮に対して多くのロマンチッ
クな感情を持ちながら，それを読み違え，想像を膨らませている。例えば，
古村鎮に対して「桃源郷」や「詩意性のある住みか」を求め，村民たちは
「村全体は絵の中に」住み，「桃源郷の中の人々」であることを羨望してい
る。しかし後者は，古村鎮が直面している様々な現実的問題を知ろうとし
ているのである。
古村鎮が様々な異なる方法で「再発見」される意義は，上述したように，
まず逆戻りできない都市化のプロセスの中で，つまり，古村鎮を含む中国
社会全体と文化という大きな視野の中で理解しなければならない。古村鎮
の多くの価値と魅力もまたこのような背景と視野の中でさらに際立つので
現代中国社会における古村鎮の「再発見」
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 必ずしも古村鎮で生活している人とは限らず，それを鑑賞するのが好きな政府関係者，学
者，文人，芸術家なども含む。
 梁雪「伝統民居群落的結構特点及其応用」陸元鼎編『中国伝統民居与文化――中国民居第
二次学術会議論文集』（第二輯），中国建築工業出版社，1992 年 10月。
ある。多くの場合，古村鎮は正にその（或いは想像されたそのような）「現
実から離れた桃源郷」式の生活スタイルが存続していることで，「モダニ
ティ」ひいては「ポストモダニティ」を備えるのである。古村鎮での日常
のリズムや生活文化の原理は，外部世界で全てを圧倒し物欲を掻き立てる
市場経済の原理とは全く異なると考えられている（もしくは誤解されてい
る）。古村鎮とそれを取り巻く観光客の世界は，多かれ少なかれ両極端で
あり，或いは衝突し対峙しながらも，また相互補完的な関係にある。
ある意味，古村鎮もまた現代中国社会の一部であるということを指摘し
たい。古村鎮が「古」であるのは，主にそれがコミュニティ，地域，民族
ひいては国家の部分的な歴史の重みを背負っているからであり，またそれ
が村落や郷鎮コミュニティの歴史遺物や口承の記憶を比較的多く保存して
いるからである。しかしそうであったとしても，古村鎮は同時に現代の村
落なのである。多くの郷土建築家が古村鎮及びその建築群の数多くの優れ
た点を列挙しても，実際に古村鎮に居住し生活している住民は，交通，ネ
オン，照明，衛生（トイレ，下水），防音，プライバシー，コミュニティサー
ビスなどにおいて，不満に思っていることが多く見られる。古村鎮の住民
の中でもとりわけ若い世代は，外部の世界に見られる都市型で現代的な生
活を強く切望している。これには物質面の追求のみならず，精神的な欲求
も含まれている。こうして絶えず新しい概念や新しい情報，行為，生活ス
タイルが受け入れられ，それらは次第に古村鎮の姿を少しずつ変化させ，
その地域や民族の特色を喪失させる方向へと導いていると言える。
明らかに，古村鎮に住む人の生活文化は，これまでもずっと変化してき
たので，人々には現代的な生活スタイルを求め，自身の文化を発展させる
権利がある。住民の生活を古村鎮に重ねあわせると同時に，「過去」のある
一瞬の「保護」を「規定」することは難しいように見える。明らかに，古
村鎮の保護は，費孝通教授がかつて指摘したような「人と文化」の関係の
問題に直面している
(23)
。つまり，古村鎮の住民はそれらの建築物と合わせ
て「保護」されるのは困難であり，観光客と外来者は古村鎮やその住民の
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中にノスタルジアを求め，心持を託すために，古村鎮やその住民に昔の伝
統的な生活文化の状態を維持することを望んでいる。では，彼らは現地住
民の発展意志をどのように尊重するべきなのか。この緊迫した関係は確実
に起こっている。様々な肩書き（「歴史文化保護区」，「十大歴史文化名鎮」，
「全国文明鎮」，「AAAA級観光風景区」）によって多くの利益を得た江西
省西塘古鎮を例に言えば，国際連合教育科学文化機関の専門家には伝統的
な生活場景を保存していると考えられているが，実際保護するために課せ
られた様々な規則は住民の実生活を干渉し，制限を加えているのである。
そのために一部の住民は不満の声を上げている。また例えば，「閑静」を求
めて周庄にやって来る観光客の過剰な流入は，古鎮を騒がしい大市場へと
変化させた。このような状況に対してある人が皮肉を込めて，ここでは早
朝と夕方の観光客が比較的少ない時だけ古鎮であるように思えると話した
と言う。雲南麗江の大研鎮では，通りに面した家を賃貸して利益を得たり，
観光客の騒ぎから逃れるため，住民は外部へ絶えず引越したりすることに
より，古鎮は「空洞化」し，住民が「大逃亡」し始めたであった
(24)
。
このような現象は，全国各地で起きているが，これは古村鎮の「過度」
の観光資源開発が引き起こしたためだけではなく，実際それよりも深刻な
原因が根底にあることに注意すべきであろう。
少なくとも観光開発の様々な状況の下で，古村鎮の住民は外部からやっ
て来る観光客に対し，「発見」の「文化メニュー」を提供することが求めら
れる。この過程の中で，彼らはまた外部の文化消費の需要に応えられるよ
う絶えず自らの村落の歴史伝統を「再発見」したり，新たに解釈したりし
ている。古村鎮の保護と開発の中で，人々は一方で興味深げにその「あり
のまま」について語り，それを「原生の状態」だと思い，古村鎮の「日の
出とともに働き，日の入りとともに休む」生活リズムをいつも美化する。
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 費孝通「反思・対話・文化自覚」馬戎，周星主編『田野工作与文化自覚（上）』，群言出版
社，1998年５月。
 宗暁蓮著『旅遊開発与文化変遷――以雲南省麗江納西族自治県納西族文化為例』第 29-30
頁，中央民族大学博士学位論文，2002 年４月。
しかし一方で，住民が現代的な便利な生活を求めており，また観光客にとっ
ても便利な古村鎮にするために，ハード面における大規模な改造を行って
いる。例えば，江浙の各地では，古村鎮の外見と住民生活の質の改善を目
標とした総合的な区画整理が実施された。例えば，河川の掃除，古い橋の
補修，街の景観の改善，下水道の整備，公衆トイレの改築，電力・電気通
信・有線テレビの導入，路面交通の改良などが挙げられる。中には古村鎮
の外見を新たに作りかえり，古村鎮全体の構造や機能が優れたものになる
ように工事を行う場合もある。これらは古村鎮を訪れる観光客に受け入れ
られる民俗文化を用意し，田舎の風情を醸し出すためであり，このような
改造の動きは，古村鎮の住民が現代的で便利な生活を求めているためでも
ある。しかし時には，観光区域と生活区域を仕切らなければならない。浙
江省の「歴史文化名鎮」の安昌では，「街と河」を切り開いて旅行観光地に
し，人々の生活，生産と一定の距離を置いている。安昌鎮は周庄などその
他の水郷古鎮の開発モデルと区別するために「師爷館」を建設し，地方文
化の個性を強調している
(25)
。
こうして見てみると，保護にせよ開発にせよ，古村鎮はまず現代の人々
の居住する場であり，次に観光客が訪れる景観地なのである。これが本末
転倒になると，かえって破壊を招き，「再発見」の初志が挫かれてしまう。
「修旧如初（新）」（古いものを修理してもと通りにする）などハード面で
の改造は，中国文化に合った理想的な居住空間を新たに構築するためであ
る。しかし「ソフト面」について言えば，直接博物館に収める物質文化の
遺物と比べると，民俗文化や地方の風情を感じさせる類の非物質文化の緊
急措置，発掘や保護は非常に難しいと言える。民俗風情など非物質文化を
資源として開発する時，古村鎮の住民はその随時現場の演繹を勧めたり，
「再現」したり演ずる役割を担う責任を担うことになる。別の新しい地区
を開拓する方法は，古村鎮が新たな建築の波の浸食を避けるようにしてい
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 陳志勤『中国江南地域における水の民俗誌――紹興の「水郷民俗」を中心として――』第
173-177 頁，名古屋大学 2005年度博士論文，2006年２月。
るが，それがかえって住民たちを日常生活から切り離し，彼らが古村鎮に
戻って観光客に「生活」を見せる様子は，まるで観光地担当者が仕事をす
るようにも感じられる。また彼らが自らの生活を見せ，演ずる者であるこ
とは，元来の気ままな生活スタイルが質的に変化していることを意味する。
先に述べたように，古村鎮の価値と意義は，外部の世界の需要と期待に
よって決められるため，それはあたかも伝統的な生活スタイルを維持して
いるかのようである。またそれができない時，そのコミュニティの住民は
彼らの生活スタイルを見せる方法を知っている。このような文化を見せる
行為には，様々な「フォークロリズム」の動きが現れ，更に住民の日常生
活，文化概念ひいては社会構造にも，一連の変革を引き起こすのである
(26)
。
フォークロリズムとは，伝統民俗文化やその要素が現代社会の中で存続
していく方法や状態を得ることを言う。それらの伝統民俗的要素と見なさ
れているものは，もともとの「コンテクスト」（例えば，既定の時間や空間）
と「脈絡」（例えば，特定の儀式や祭りなど）の後，人々に任意の組み合わ
せ，もしくは「接木」として現代日常生活の様々な場面の中に取り入れら
れている
(27)
。レストランに石臼を置いたり，ホテルの広間に水車を設置し
たり，これらの伝統的民俗要素はある意義を伝えていると考えられ，ある
種の郷土，郷愁的な雰囲気を作り出し，それらは一つの例外もなく同時に
モダン的，ポストモダン的要素なのである。
フォークロリズム的な手法や状態は，民俗文化や地方の風情をパフォー
マンスや見世物の対象とする時，非常に活発で目立った表現を備えている。
それがちょうど良い程度に，多くの人に受け入れられる時，古風で質朴か
つ優美であり，また伝統的な田園牧歌と現代社会の気風とが結びついてい
るなどと賞賛されるのである。しかしそれらが本末転倒になったり，行き
過ぎたりしてしまうと，人為的にでっち上げた「偽民俗」，「偽景観」と化
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 周星「村寨博物館――民俗文化展示的突破与問題」（台湾）『博物館学季刊』第 14巻第１期，
2000 年１月。
 河野真「フォークロリズムから見た今日の民俗文化――ドイツ民俗学の視角から――」，三
河民俗談話会『三河民俗』第３号，1993 年５月。
してしまう。上述したフォークロリズムの２つの側面は，古村鎮の保護と
開発の中で展開されるが，保護され建設性な発展の方向に進むこともあれ
ば，破壊や修復不可な損失を招いてしまうこともある。全ては古村鎮の住
民の日常生活における実践と選択にかかっている。
説明：この論文に関する一部の調査は，愛知大学国際問題研究所共同研究
プロジェクト「国際観光の総合的研究」（代表：河野真）の助成金を得て行
われたものである。
（邦訳 馮偉強：愛知大学大学院中国研究科後期博士課程）
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SUMMARY
“Rediscovery” of Traditional Local Villages
in Modern Chinese Society
Abstract
The theme (to be discussed) of this paper is that the public attention
has been drawn to ancient Bourgs in modern China. Pointing out the
globalization and urbanization background of this phenomenon, the
author makes an analysis on the significance of the rediscovery of the
ancient Bourgs and its historical and cultural value. What ’s more, the
author claims that the rush to ancient Bourgs and its relative social and
cultural tendencies have reflected that citizens are sentimentally attached
to the rural China, which means that to some extend modern China has
returned to pursue their traditions and to reassure their cultural
hometown. In addition, the author also expatiates on some problems
facing ancient bourgs in the process of new construction campaign in the
countryside and exploration of tourism. Meanwhile, the author also points
out that some probable changes of ancient bourgs as well as modern
bourgs.
Key Words : Modern Chinese Society ; Urbanization ; Ancient Bourg ;
Re-discovery ; Cultural consciousness.
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SUMMARY
現代中国社会における古村鎮の「再発見」
摘 要
本稿は，現代中国社会において注目を集めている古村鎮（古村落と古鎮）
を考察の対象に，グローバル化と都市化のコンテクストの中で，古村鎮が
「再発見」される意義及び古村鎮に賦与された歴史的・文化的価値につい
て論じる。考察を通して，古村鎮ブームとそれに関連した社会-文化の動
きは，都市住民の「郷土中国」に対するノスタルジアを反映しており，現
代中国社会が「伝統」の回帰や文化的「故郷」に対して新たな認識を持ち
始めていることが明らかになった。また，古村鎮が現在進行中の新農村建
設運動や観光開発が活発化する中で直面している様々な問題について考察
し，古村鎮が同時に現代の村落として起こりうる変遷，そのメカニズムに
ついて指摘する。
キーワード：現代中国社会，都市化，古村鎮，再発見，文化自覚
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